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　　　　　　　　　　　　　　08teO8rthrop8thy

（HPO）は胸郭内悪性腫瘍の約5－to％におこり、

なかでも肺癌で最もよくみられる。HPOの症状は
四肢の骨、関節痛、1浮腫等を主とし、リウマチ

様関節炎に類似する。しかもHPOの症状が呼吸器
症状に先行し、肺癌の診断をおくらせることも

ある。一方肺零の診断がすでに下されている症

例で骨、関節痛のある場合には骨転移と、HPOの
鑑別が必要となる。われわれは自治医大呼吸得
内科1。て診断された肺癌」4嘘例の99MT。＿MDP

骨シンチグラムをretrospeett▼θに検討し、6例

のHPOの症例を得た。これらの症例について臨床

症状、骨シンチグラム所見、原発巣治療と骨シ
ンチグラム及びX線所見を対比、検討した。

結果：1． 6例中4例が膝関節痛を訴え、うち2例
では初発症状であった。

2．HPOの骨シンチグラム所見は大腿骨及

ぴ経骨で最もよく認められ、対称的な
線状のとりこみが骨皮質にそって見ら

　れ、限局した中心性のとりこみを示す

　骨転移とは容易に区別される。
3．骨シンチグラムで何らかの異常がうた

がわれてX線写真をとった症例以外で
はHPO診断のうらずけにとぼしい。

従って骨シンチグラムでHPOをうたがう
ことが重要であるo

4．骨シンチグラムの所見はほぼ臨床症状

　と同様の治療後経過を示し、骨シンチ
　グラムによる経過、観察が有用である。
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　骨移植の成否は，移植骨の種類，大きさ，移植部位，

年令，力学的条件など，いろいろな因子により支配さ

れるが，特に移植母床の状態は勿論，移植骨の種類と

移植方法に大きく左右される。また移植骨の生物学的

活性については，今日なお議論が多く，Rエはこの間

題を追求にはかっこうの手段であり，生理的，動的な

過程を連続的に観察できる利点がある。そこで我々は，

骨移植の成否，骨移植後のremOdellingの時期な
どについて，99扇Tc一燐酸化合物を用いた骨シンチグ

ラフィーによって観察した。

　〔方法〕　昭和47年以来，慈恵医大整形外科におけ

る骨移植例は，総計341例（男150例，女191例）

でその内訳は，骨腫瘍92例，変形性股関節症92例，

仮関節57例，脱臼，骨折55例，先天股脱33例，骨

髄炎23例，その他29例である。
　骨シンチグラフィーは9　9”’r　c燐酸化合物10～15μCi

を用い，移植後5ケ月，6ケ月，1，2，5年毎に経

時的におこ左った。また，同時にx線撮影をおこない

比較した。

　〔結果〕　移植後，局所に強い集積をみたものが6

ケ月を過ぎると減少し，術後56ケ月には正常の集績

比まで回復した。

②骨移植後12ケ月を過ぎてRIの集積のつよいもの
は，骨髄炎の再然，骨腫瘍の再発，骨移植の不成功で

充分注意を要するものと思われた。

（5晦綿骨移植群では，皮質骨移植群に較べ6～12ケ月

早く，正常の集積比にもどった。

（4）手術時年令からみると，10才未満では，12～18ケ

月で集積比が正常となり，それ以上の年令では，はっ

きりとした差はみられなかった。
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